
▼
２
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、
会

津
若
松
市
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
中
の
島
」
に

お
い
て
、
三
年
ぶ
り
に
総
支
部
春
闘
討
論

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
体

で
72
名
で
し
た
。
髙
橋
総
支
部
長
か
ら

の
挨
拶
の
後
、
自
治
労
本
部
等
か
ら
３
本

の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
以
下
、
講
演
の

概
要
を
記
載
し
ま
す
。 

 

①
『
２
０
２
３
自
治
労
本
部
春
闘
方
針
と

情
勢
・
課
題
』
自
治
労
本
部
労
働
条
件
局

長 

八
巻
由
美
氏
（
福
島
市
職
労
出
身
） 

 

▼
民
間
春
闘
の
成
果
が
「
人
事
院
勧
告
」 
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賃金の運用改善へ向け「１単組・１要求」を実現しよう！ 

総
支
部
春
闘
討
論
集
会
を
開
催 

①
賃
金
改
善
と
人
員
確
保
を
勝
ち
取
ろ
う
！
②
「
政
治
活
動
」
と
「
選
挙
運
動
」
の

違
い
を
し
っ
か
り
と
学
習
し
、
来
る
べ
き
統
一
地
方
選
に
勝
利
し
よ
う
！
③
組
合
員

の
可
処
分
所
得
の
最
大
化
の
た
め
「
共
済
推
進
」
に
執
行
部
全
体
で
取
り
組
も
う
！ 

春 闘 

当面の日程 

■2月13日（月）・14
日（火）批准投票回収
（希望単組巡回） 
■2月21日（火）・22
日（水）春 闘 第 1 次 オ
ルグ（単組巡回） 
■3月11日（土） 
会津総支部第60回定期
大 会（会 津 若 松 市 ホ テ ル

ニューパレス） 

（
昨
年
は
８
月
８
日
）
、
「
県
人
事
委
員
会

勧
告
」
（
福
島
は
昨
年
10
月
５
日
）
へ
つ
な

が
る
た
め
、
民
間
春
闘
に
積
極
的
に
参
画
し

共
に
闘
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

▼
23
春
闘
重
点
課
題
の
中
で
、
賃
金
・
労
働

条
件
改
善
へ
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。 

①
賃
金
の
運
用
改
善
へ
向
け
少
な
く
と
も

「
１
単
組
・
１
要
求
」
の
提
出
と
交
渉
実
施 

②
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
人
員
の
確
保

（
→
住
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
） 

③
中
途
採
用
職
員
の
処
遇
改
善
へ
向
け
た
総

点
検
（
→
初
任
給
決
定
の
際
の
前
歴
換
算
、

昇
格
要
件
に
関
す
る
規
則
・
運
用
）
。 

▼
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
「
初
任
給
水
準

の
抜
本
的
改
善
」
が
必
要
（
県
本
部
方
針
→

ま
ず
は
県
職
員
の
初
任
給
に
合
わ
せ
る
。
高

卒
１
級
９
号
給
、
大
卒
１
級
29
号
給
。
到
達

単
組
→
さ
ら
に
４
号
給
上
位
を
目
指
す
）
。 

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
支
給
月

数
が
常
勤
職
員
の
も
の
に
達
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、
早
急
に
是
正
が
必
要
。 

▼
「
組
織
基
盤
の
強
化
」
も
重
要
。
組
織
人

員
の
減
少
は
、
労
働
組
合
の
発
信
力
・
発
言

力
・
交
渉
力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
特

に
会
計
年
度
任
用
職
員
や
、
定
年
引
き
上
げ

に
伴
う
役
職
定
年
職
員
の
組
織
化
が
重
要
。 

②
『
政
治
学
習 

政
治
闘
争
の
重
要

性
、
組
織
内
議
員
の
必
要
性
』 

自
治
労
本
部
政
治
局
長 

徳
永
佳
紀
氏

（
徳
島
県
本
部
出
身
） 

 

▼
05
年
勧
告
の
給
与
構
造
改
革
、
14
年

勧
告
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
、

地
方
交
付
税
の
削
減
等
々
、
政
治
が

ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

▼
私
た
ち
は
、
政
治
に
無
関
心
で
も
無

関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
し
、
勤
務
条
件

は
条
例
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
生
活
改
善
の
た
め
に
は
「
政
治
活

動
」
が
必
要
と
な
る
。 

▼
具
体
的
に
何
を
や
る
の
か
？
ま
ず

「
政
治
活
動
」
と
「
選
挙
運
動
」
は
違

う
も
の
。
「
政
治
活
動
」
は
、
①
後
援

会
加
入
活
動
、
②
組
合
の
推
薦
決
定
と

組
合
員
へ
の
周
知
、
③
立
候
補
予
定
者

を
呼
ん
で
の
集
会
等
。
自
治
労
が
要
請

す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ら
の
誰

で
も
、
い
つ
で
も
で
き
る
「
選
挙
運
動

類
似
行
為
」
と
な
る
。 

討論集会参集状況 
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「公共サービスにもっと投資を！」キャンペーンを成功させよう！ 

 

編
集
後
記 

▼
今
年
も
１
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
早

い
で
す
ね
ぇ
。 

▼
さ
て
、
こ
の
２
月
４
日
（
土
）
は
、

二
十
四
節
気
の
「
立
春
」
で
あ
り
、
旧

暦
で
は
年
の
始
め
で
し
た
。
決
ま
り
事

や
季
節
の
節
目
は
こ
の
日
が
起
点
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
や
か

り
、
年

末
ジ

ャ

ン

ボ
（
ミ
ニ

で

す

が
…
）
の
当
否
確
認
は
２
月
４
日
に
行

い

ま

し

た
。
結

果

は

内

緒

で

す

（
笑
）
。
現
在
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い

る
の
は
「
太
陽
暦
」
で
す
が
、
「
旧

暦
」
は
月
の
満
ち
欠
け
を
も
と
に
し
た

も
の
で
す
。
「
太
陽
暦
」
は
世
界
標

準
、
で
あ
れ
ば
「
元
号
」
を
や
め
世
界

標
準
で
あ
る
「
西
暦
」
を
使
う
べ
き
と

思
い
ま
す
。
混
在
し
て
い
る
の
で
や
や

こ
し
い
。 

 
 
 
 
 

（
坂
内
） 

 

≪自治労共済 掛金試算QRコード≫ か
ら
の
継
続
募
集
の
結
果
、
三
度
、

80
％
を
割
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、
特

典
の
あ
る
「
組
織
加
入
県
」
か
ら
外
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
来
年

の
継
続
募
集
に
お
い
て
は
特
典
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
特
典
の
一

番
大
き
な
も
の
は
、
「
組
合
員
が
ど
ん

な
病
気
に
か
か
っ
て
い
て
も
最
低
保
障

額
（
Ｆ
型
23
コ
ー
ス
）
に
新
規
加
入

で
き
る
」
と
い
う
も
の
。 

▼
「
組
織
加
入
県
」
か
ら
外
れ
る
と
、

今
度
は
単
組
の
加
入
率
が
80
％
以
上

か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

加
入
率
80
％
未
満
の
単
組
に
お
い
て

は
、
前
述
の
よ
う
な
組
合
員
の
方
が
新

規
加
入
で
き
な
く
な
る
。 

▼
ま
さ
に
「
助
け
合
い
の
共
済
の
崩

壊
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
今
年
の

継
続
募
集
へ
向
け
て
、
全
単
組
が
「
組

合
員
の
可
処
分
所
得
の
最
大
化
」
の
た

め
に
全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

じちろうマイカー共済 

団体生命共済（新制度） 

アクセスコード「 jichiro 」 

①車検証、②現在ご加入の保険証書

をお手元にご準備ください。 

③
『
共
済
推
進
に
取
り
組
も
う
～
「
組

織
加
入
県
」
復
活
を
目
指
し
て
～
』 

県
本
部
特
別
執
行
委
員 

坂
内
孝
浩

（
会
津
若
松
市
職
労
出
身
） 

 

▼
18
世
紀
、
産
業
革
命
下
の
イ
ギ
リ

ス
、
自
主
的
な
「
共
済
活
動
」
が
原
点

と
な
り
労
働
組
合
が
誕
生
し
た
。 

▼
「
賃
金
労
働
条
件
の
向
上
」
を
な
か

な
か
勝
ち
取
れ
な
い
状
況
の
中
で
、

「
助
け
合
い
の
機
能
」
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
組
合
員
の
可
処
分
所
得
の

最
大
化
を
図
る
こ
と
が
労
働
組
合
と
し

て
の
大
き
な
使
命
で
は
な
い
か
。 

▼
具
体
的
な
方
法
の
一
つ
が
「
自
治
労

共
済
の
推
進
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

今
、
県
本
部
的
に
危
機
的
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
団
体
生

命
共
済
の
加
入
率
の
問
題
。
県
内
に
お

い
て
は
、
80
％
を
割
り
込
ん
だ
状
況

が
２
年
続
い
て
お
り
、
仮
に
本
年
６
月 

▼
こ
れ
に
対
し
て
、
「
選
挙
運
動
」

は
、
①
特
定
の
選
挙
で
、
②
特
定
の
候

補
者
の
た
め
に
、
③
有
権
者
に
働
き
か

け
る
行
為
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
選
挙
期

間
中
（
公
示
・
告
示
後
～
投
票
日
前

日
）
だ
け
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

▼
で
き
な
い
こ
と
は
極
わ
ず
か
。
①
選

管
職
員
・
徴
税
吏
員
の
選
挙
運
動
の
禁

止
、
②
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙
運
動
の

禁
止
、
③
「
自
分
の
属
す
る
（
勤
務
す

る
）
自
治
体
」
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

禁
止
（
非
現
業
職
員
の
み
） 

▼
守
る
べ
き
こ
と
は
、
①
公
示
（
告

示
）
前
に
終
わ
ら
せ
る
。
②
（
動
員
等

で
）
お
ご
ら
な
い
。
お
ご
っ
て
も
ら
わ

な
い
。
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
。 

▼
組
織
内
議
員
の
得
票
数
は
、
組
合
の

力
量
を
見
せ
つ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。
「
政
治
活
動
」
と
「
選
挙
運
動
」

の
違
い
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。 

 

 

 

※景品は、春闘討論集会会場にて各単組代表
者へお渡ししています。応募総数は192名で
した。ご応募ありがとうございました。 

新春お年玉 

クロスワードパズル 

当選者発表！ 

区 分 当選者 

総支部長賞 
10,000円相当 

1本 

喜多方市職労 

根 本 陽 子 様 

副総支部長賞 
5,000円相当 

会津若松市職労 

瓜 生 聖 仁 様 

4本 
会津坂下町職労 

岩 沢 涼 香 様 

 
下郷町職労 

弓 田 美 紀 様 

 
只見町職労 

三 瓶 真 人 様 

お年玉賞 
クオカード95本 

（記載割愛） 


